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健
康
で
長
生
き
を

健
康
で
長
生
き
を

群
馬
教
区
布
教
師
会
会
長
　

⻆
田
　
興
憲

　
普
段
の
生
活
で
特
に
気
を
つ
け
て
食
事
を
し
て
い
る
、

進
ん
で
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
、
家
庭
菜
園
や
清
掃
な
ど

で
体
を
動
か
し
て
い
る
。
た
だ
こ
の
よ
う
な
事
に
気
を
向

け
始
め
る
の
は
年
齢
を
重
ね
て
老
人
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
毎
年
二
回
中
学
校
の
同
級
生
と
ゴ
ル
フ
を
す
る
機
会
が

数
十
年
続
い
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
前
は
お
決
ま
り
で
終
了

後
は
小
さ
な
パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ
た
も
の
で
し
た
。当
然
、

本
日
の
プ
レ
ー
の
あ
れ
こ
れ
を
お
互
い
に
称
賛
、
貶
し
、

そ
れ
は
言
い
た
い
放
題
で
し
た
。
そ
れ
が
十
五
、六
年
前

か
ら
、
話
題
が
孫
の
話
に
な
り
、
携
帯
電
話
の
待
受
画
面

が
孫
の
写
真
ば
か
り
で
皆
で
見
せ
合
い
、
互
い
に
「
あ
〜

だ
、
こ
〜
だ
」
と
楽
し
く
話
し
て
い
た
も
の
で
し
た
。
十

年
ほ
ど
前
か
ら
は
皆
の
話
題
が
病
気
に
代
わ
っ
て
、
こ
の

前
は
何
の
病
気
で
入
院
し
た
と
か
、
誰
々
は
手
術
し
た
と

か
、
今
は
コ
レ
コ
レ
の
病
気
で
複
数
の
薬
を
服
用
し
て
い

る
と
か
、
皆
が
話
題
に
参
加
で
き
る
ほ
ど
様
々
な
病
気
を

抱
え
て
い
る
も
の
だ
と
感
心
し
て
し
ま
い
ま
す
。
実
際
に

現
在
も
治
療
を
続
け
て
い
る
人
は
、
治
療
方
法
に
つ
い
て

経
験
的
説
明
や
、
何
の
病
気
の
治
療
は
こ
う
す
る
の
が

ベ
ス
ト
だ
と
か
、様
々
な
病
気
の
話
が
飛
び
交
う
の
で
、

そ
の
場
に
居
る
だ
け
で
病
気
を
理
解
で
き
た
様
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
人
は
確
実
に
年
齢
を
重
ね
て
い
く
の
で
す
。二
十
年
、

十
五
年
、
十
年
と
人
生
に
お
い
て
も
楽
し
い
事
ば
か
り

で
な
く
、
重
く
辛
い
、
悲
し
い
経
験
を
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
今
、幸
せ
に
過
ご
せ
た
の
は
、

自
分
の
体
調
不
良
や
治
療
中
の
病
気
の
こ
と
、
家
族
の

健
康
状
態
が
良
く
、
家
の
中
が
う
ま
く
回
っ
て
い
る
た

め
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
同
級
生
の
病
気
の
話
も
自

分
が
健
康
を
持
ち
続
け
た
い
と
思
う
気
持
ち
と
、
笑
い

話
に
し
て
し
ま
う
前
向
き
の
気
持
ち
を
持
ち
、
健
康
へ

の
努
力
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
で
し
ょ
う
。

　
伝
教
大
師
の
『
山
家
学
生
式
』
の
中
に
は
「
己
を
忘

れ
て
他
を
利
す
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
も
し
近
く

の
方
が
病
に
倒
れ
た
ら
自
分
は
替
わ
れ
な
い
け
れ
ど
、

そ
の
人
の
た
め
に
自
分
が
出
来
る
最
善
を
尽
く
し
て
あ

げ
る
気
持
ち
を
常
に
持
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
も
、
健
康
で
元
気
に
過

ご
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
常
に
自
分
の
目
標

ら
し
き
も
の
を
定
め
て
長
生
き
す
る
努
力
を
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ

群
馬
教
区
檀
信
徒
会
連
盟
会
長

神
宮
　
直
仁

　
長
い
間
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
諸
事
業
の
中
止
、
縮
小
、

外
出
の
抑
制
等
が
あ
り
、
会
員
皆
様
も
不
自
由
な
生
活
を

強
い
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
当
会
も
教
区
全
体
の
総
会
が
で
き
ず
、
役
員
総
会
や
書

面
議
決
等
の
方
法
で
対
処
し
て
参
り
ま
し
た
。
今
年
は
、

昨
年
と
同
様
に
、
人
数
制
限
を
し
て
、
各
部
の
代
表
役
員

出
席
の
下
、
教
区
全
体
の
総
会
を
J
A
ビ
ル
に
お
い
て

縮
小
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
一
年
に
亘
る
慶
讃
大
法
会
は
本
年
三
月
、

無
事
に
結
願
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
様
の

永
き
に
わ
た
る
ご
支
援
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
根
本
中
堂
の
改
修
工
事
も
残
り
数
年
と
な
り
ま
し
た

が
、
引
き
続
き
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
六
月
に
は
、伝
教
大
師
最
澄
上
人
の
命
日
を
期
し
て
、

教
区
で
も
規
模
を
縮
小
し
て
鬼
石
町
の
浄
法
寺
で
法
要

と
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
も
五
類
に
移
行
し
た
と
は
い
え
、
ま
だ

ま
だ
安
心
で
き
ま
せ
ん
。
皆
様
に
は
コ
ロ
ナ
に
罹
患
せ

ぬ
よ
う
注
意
し
て
、
健
康
で
幸
せ
な
生
活
を
送
ら
れ
る

よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
天
台
宗
に
お
い
て
、
平
成

二
十
四
年
四
月
よ
り
十
一
年

間
に
亘
り
奉
修
さ
れ
た
『
祖

師
先
徳
鑽
仰
大
法
会
』（「
慈

覚
大
師
一
千
百
五
十
年
大
遠

忌
」・「
恵
心
僧
都
一
千
年
御

遠
忌
」・「
伝
教
大
師
御
生
誕

一
千
二
百
五
十
年
」・「
相
応

和
尚
一
千
百
年
御
遠
忌
」・

「
伝
教
大
師
一
千
二
百
年
大
遠

忌
」）
も
魔
事
な
く
円
成
し
、

コ
ロ
ナ
禍
で
一
年
延
長
と
は

な
り
ま
し
た
が
、
令
和
五
年

三
月
十
六
日
、
つ
い
に
結
願

の
日
を
迎
え
、
天
台
座
主
猊

下
御
導
師
の
も
と
、
延
暦
寺

根
本
中
堂
に
て
、
総
結
願
奉

告
法
要
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。



十
一
年
間
の
あ
ら
ま
し

十
一
年
間
の
あ
ら
ま
し

祖
師
先
徳
鑽
仰
大
法
会

祖
師
先
徳
鑽
仰
大
法
会

　

天
台
宗
で
は
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
令
和
四
年
度
を
『
祖
師
先
徳
鑽
仰
大
法

会
』
期
間
と
位
置
づ
け
、《「
道
心
」
か
ら
山
川
草
木
み
な
ほ
と
け
〜
》
を
統
一

標
語
と
し
て
掲
げ
、
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

群
馬
教
区
に
お
き
ま
し
て
も
、
伝
教
大
師
を
は
じ
め
、
大
法
会
期
間
中
に
遠

忌
を
迎
え
ら
れ
た
祖
師
方
（
慈
覚
大
師
、
恵
心
僧
都
、
相
応
和
尚
）
の
御
遺
徳

を
偲
び
、
教
区
一
丸
と
な
っ
て
報
恩
謝
徳
の
念
を
発
し
て
、
数
多
く
の
行
事
を

重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

大
法
会
十
一
年
間
に
亘
る
教
区
の
歩
み
を
、こ
こ
に
改
め
て
振
り
返
り
ま
す
。
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1 年目
平成 24 年 11月

群馬教区御親教授戒会
半田孝淳天台座主猊下をお招きし奉修
伊勢崎市・華藏寺（戒弟158 名）
及び前橋市・大福寺（戒弟153名）にて

「慈覚大師 1150 年御遠忌」
祥当日 平成 25 年 1 月 13 日

2 年目

平成 25 年 11 月
本山教区団体参拝
結縁灌頂の実施と

慈覚大師 1150 年御遠忌法要の厳修
比叡山にて

3 年目
平成 26 年 10月

第 11回「一隅を照らす運動」
群馬大会の実施
参加者＝1300 名

東日本大震災慰霊・復興祈願法要
富岡市・かぶら文化ホールにて

平成 26 年 11月
「一隅を照らす運動 45周年」
東日本大震災復興祈念大会へ参加
群馬教区東日本大震災慰霊法要の厳修

福島県郡山市にて

5 年目
平成 28 年 5 月

檀信徒会連盟・伝道師会連盟
平成28年度総会並びに合同研修会
露の団姫師を講師に迎え恵心僧都の

業績についての講演

「恵心僧都 1000 年御遠忌」
祥当日 平成 28 年 6 月10 日

「伝教大師御生誕 1250 年」
祥当日 平成 28 年 8 月18 日

平成 28 年 9 月
第一回浄法寺伝教大師報恩法要

並びに清掃奉仕活動
（以降継続開催し令和5年で第8回を数える）

藤岡市・浄法寺にて

6 年目
平成 29 年 6月

檀信徒会連盟・伝道師会連盟
平成 29 年度総会並びに合同研修会
上原行照大行満大阿闍梨を講師に
迎え相応和尚の業績についての講演



予　告
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令
和
五
年
十
月
三
十
日
（
月
）
〜
十
一
月
一
日
（
水
）

　
檀
信
徒
祖
山
参
拝
研
修
会

�

　
於
、比
叡
山
延
暦
寺

南前橋部 圓福寺

村田 亮順 師

南
前
橋
部
永
福
寺
住
職

谷　晃仁 師
世界仏教徒青年連盟

副理事長に就任
（令和 4年 10 月 18 日付）

新住職紹介

西前橋部　光巌寺

田中 隆順 師

得　度

西前橋部　光巌寺

田中 清順 師
西前橋部　昌樂寺

岩田 乘弘 師
西前橋部　昌樂寺

綾小路 乘縁 師
西前橋部　妙見寺

川崎 晃新 師

令
和
五
年
十
一
月
五
日
（
日
）
〜
十
一
月
七
日
（
火
）

　
伝
道
師
補
任
祖
山
研
修
会

�

　
於
、比
叡
山
延
暦
寺

6 年目
平成 29 年 9 月

群馬教区「特別授戒会」
叡南覚範探題大僧正をお招きし奉修

戒弟 310 名
高崎市・下之城プリエッセにて

「相応和尚 1100 年御遠忌」
祥当日 平成 29 年 11 月 3 日

平成 29 年 10 月（9日間）
伝教大師東国巡錫1200年

記念特別事業
－宗祖のお徳を偲ぶ報恩の集いと行脚－
廣済院・廣拯院～浄法寺

8 年目
令和元年7月

「一隅を照らす運動」発足50周年記念
第12回「一隅を照らす運動」
群馬大会の実施
参加者＝2000名

綾小路きみまろ師匠をお招きし開催
高崎市・群馬音楽センターにて

「伝教大師 1200 年大遠忌」
祥当日 令和 3 年 6 月 4 日

10 年目

令和 3年 6月
伝教大師 1200 年大遠忌
群馬教区報恩法要

（大師尊像修復前の法要）
藤岡市・浄法寺にて
令和 3年 8月

浄法寺伝教大師金色尊像
メンテナンスと相輪橖補修事業
教区内御寺院御浄財により実施

令和 3年 11 月
伝教大師 1200 年大遠忌
群馬教区報恩法要

（大師尊像修復後の法要）
藤岡市・浄法寺にて

11 年目

令和 4年 10 月
伝教大師 1200 年大遠忌
群馬教区報恩法要

比叡山延暦寺根本中堂にて



研修会の様子
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当
山
は
、弘
仁
八
年（
八
一
七
年
）

開
山
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
寺
伝

に
よ
れ
ば
、
伝
教
大
師
が
、
日
本

に
六
カ
所
の
相
輪
橖
を
建
て
る
た

め
の
東
国
巡
錫
の
折
、上
野
国
（
群

馬
県
）
か
ら
下
野
国
（
栃
木
県
）

へ
行
く
途
中
に
立
ち
寄
り
、
念
持

仏
の
薬
師
如
来
を
民
衆
の
安
穏
の

た
め
に
永
世
に
わ
た
り
寺
の
本
尊

と
し
て
祀
れ
と
住
僧
に
贈
っ
た
こ

と
に
始
ま
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

寺
の
名
称
の
医
王
山
薬
王
院
東
壽

寺
は
こ
れ
に
由
来
す
る
。

　
当
山
は
、
当
初
は
桐
生
市
新
里

町
山
上
に
あ
っ
た
が
、
天
正
十
八

年
（
一
五
九
◯
年
）
に
武
田
軍
に

攻
め
ら
れ
山
上
城
が
落
城
し
た
後
、

粕
川
町
西
田
面
に
移
っ
た
。
そ
の

後
粕
川
町
月
田
の
現
在
地
に
移
っ

た
が
そ
の
時
期
は
定
か
で
は
な
い
。

　
現
在
の
本
堂
は
享
保
二
十
年

東
前
橋
部

医
王
山
薬
王
院

東 

壽 

寺

前
橋
市
粕
川
町
月
田
四
六
四

住
職 

青
柳 

興
雅

シ
リ
ー
ズ
群
馬
の
寺
々 

第
五
十
二
回

（
一
七
三
五
年
）
に
来
住
し
た
天
山

智
映
が
宝
暦
十
年
（
一
七
六
◯
年
）

に
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
天
山

智
映
は
、
住
職
と
な
り
三
十
年
余

り
を
か
け
て
寺
の
再
興
に
尽
力
し
、

山
門
、
庫
裏
、
土
蔵
、
長
屋
な
ど

も
建
立
し
た
。
寺
で
は
天
山
智
映

を
中
興
開
山
と
称
し
て
い
る
。
ま

た
天
山
智
映
は
、
行
年
九
十
一
歳

の
長
寿
で
あ
っ
た
た
め
、
本
尊
の

薬
師
如
来
は
、「
月
田
の
延
命
薬
師
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
薬
師
如

来
は
、
伝
教
大
師
の
念
持
仏
が
胎

内
仏
と
し
て
蔵
さ
れ
、
永
代
の
秘

仏
と
さ
れ
て
い
て
、
脇
待
の
日
光
、

月
光
菩
薩
、
十
二
神
将
と
共
に
天

正
十
四
年
（
一
五
八
六
年
）
の
作

と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
本
堂
左
側
に
は
、
護
摩
壇
が
あ

り
、
元
三
大
師
と
聖
観
音
が
祀
ら

れ
て
い
る
。
元
三
大
師
は
、
一
月

三
日
が
縁
日
だ
が
、
当
山
で
は
一

月
七
日
に
厄
除
け
元
三
大
師
護
摩

供
が
奉
修
さ
れ
る
。
聖
観
音
は
、

本堂

子
育
て
観
音
と
呼

ば
れ
、
九
月
九
日

の
観
音
様
の
お
祭

り
で
は
山
車
が
出

さ
れ
、
地
域
の
子

供
た
ち
の
安
全
を

祈
る
護
摩
が
行
わ

れ
る
。

　
十
六
世
興
敬

は
、「
青
柳
花
明
」
の
名
で
童
謡

詩
人
と
し
て
活
躍
し
、
僧
侶
と

い
う
立
場
か
ら
童
謡
に
仏
教
を
取

り
入
れ
、
生
涯
に
二
千
遍
を
超

え
る
詩
や
作
品
を
創
作
し
て
い

る
。
童
謡
詩
人
と
し
て
交
流
の

あ
っ
た
野
口
雨
情
は
大
正
十
四

年
（
一
九
二
五
年
）
の
夏
、
東
壽

寺
を
訪
れ
「
月
田
の
観
音
さ
ま
山

車
出
し
た
東
壽
寺
の
庭
は
大
さ
わ

ぎ
」
と
即
興
詩
を
詠
ん
で
い
る
。

本尊薬師如来

野口雨情 短冊

群
馬
教
区 

令
和
四
年
度

「

一
隅
を
照
ら
す
運
動」

年
次
大
会
開
催

「

一
隅
を
照
ら
す
運
動」

年
次
大
会
開
催

　「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」
群
馬
教
区
本
部

（
三
浦
祐
俊
教
区
本
部
長
・
門
倉
政
仁
教
区

本
部
会
長
）
は
三
月
十
日
、
令
和
四
年
度

「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」
年
次
大
会
を
前
橋

市
の
J
A
ビ
ル
で
開
催
し
、
教
区
内
寺
院

の
僧
侶
、
檀
信
徒
合
わ
せ
て
約
一
二
〇
名

が
参
加
し
、
法
要
、
研
修
会
な
ど
を
通
じ

て
研
鑽
を
深
め
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
三
浦
教

区
本
部
長
が
導
師
を
務
め
、

教
区
内
諸
大
徳
出
仕
の
も

と
東
日
本
大
震
災
物
故
者

十
三
回
忌
法
要
を
執
り
行

い
、
参
加
者
全
員
で
般
若
心

経
・
念
仏
を
お
唱
え
し
、
震

災
物
故
者
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、「
一
隅
を

　
令
和
五
年
七
月
三
日
、
伊
勢
崎
市
文
化
会
館
に
お
い
て
、

第
十
三
回
「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」
群
馬
大
会
が
開
催
さ

れ
、
約
八
百
名
の
参
加
者
の
も
と
、
盛
大
に
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
大
会
の
詳
細
は
、
次
号
に
て
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

　
群
馬
教
区
檀
信
徒
会
連
盟
・
伝
道
師
会
連
盟
の
、
令
和
五
年
度
総
会
及
び

研
修
会
が
、五
月
三
十
一
日
に
前
橋
市
の
J
A
ビ
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
総
会
で
は
、
理
事
会
に
て
可
決
さ
れ
た

議
案
に
つ
い
て
報
告
承
認
が
な
さ
れ
、
続
い

て
会
場
を
大
ホ
ー
ル
に
移
し
て
、
合
同
の
研

修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
参
加
者
全
員
で
『
伝
教
大

師
和
讃
』
を
お
唱
え
し
た
後
、
⻆
田
興
憲
群

馬
教
区
布
教
師
会
会
長
に
よ
る
「
伝
教
大
師

の
教
え
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
、
一
同

は
熱
心
に
聴
講
し
、
大
師
の
ご
生
涯
へ
の
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

研修会の様子

　
六
月
七
日
、多
野
部
・
浄
法
寺
（
緑
野
智
彦
住
職
）
に
お
い
て
、

第
八
回
目
と
な
る
「
伝
教
大
師
報
恩
法
要
並
び
に
清
掃
奉
仕
活

動
」
が
、
教
区
内
住
職
並
び
に
檀
信
徒
・
伝
道
師
約
八
十
名
の

参
加
に
よ
り
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
伝
教
大
師
金
色
御
尊
像
前
に
て
、
小
川
晃
豊
群

馬
教
区
顧
問
御
導
師
の
も
と
、
参
加
者
全
員
に
て
『
伝
教
大
師

和
讃
』
を
お
唱
え
し
、
続
い
て
坂

東
順
海
群
馬
教
区
布
教
師
会
事
務

局
員
に
よ
る
、『
浄
法
寺
の
お
大
師

さ
ま
』
と
題
し
た
ご
講
演
を
聴
講
。

そ
の
後
、
大
師
へ
の
報
恩
感
謝
の

思
い
を
胸
に
、
各
自
心
を
込
め
て

清
掃
奉
仕
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

境内参拝の様子

群
馬
教
区
檀
信
徒
会
連
盟・

群
馬
教
区
檀
信
徒
会
連
盟・

伝
道
師
会
連
盟
各
総
会
及
び

伝
道
師
会
連
盟
各
総
会
及
び

��

合
同
研
修
会
開
催

合
同
研
修
会
開
催

第
八
回
浄
法
寺
伝
教
大
師
報
恩
法
要

第
八
回
浄
法
寺
伝
教
大
師
報
恩
法
要

並
び
に
清
掃
奉
仕
活
動
開
催

並
び
に
清
掃
奉
仕
活
動
開
催

照
ら
す
運
動
」
総
本
部
長
・
竹
内
純
照
師

を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
一
隅
を
照
ら

す
運
動
の
基
本
方
針
及
び
推
進
事
業
に
つ

い
て
御
講
演
を
頂
き
、
伝
教
大
師
が
「
山

家
学
生
式
」
を
も
と
に
、
生
涯
を
通
じ
て

人
材
育
成
に
力
を
尽
く
さ
れ
た
こ
と
が
伝

え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
国
際
目
標
で
あ

る
S
D
G
s
の
十
七
の
目
標
を
も
と
に
、

現
代
社
会
に
お
い
て

一
人
ひ
と
り
が
実
践
で
き
る
「
一
隅
を
照

ら
す
運
動
」
に
つ
い
て
　
節
電
を
心
掛
け

る
こ
と
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
の
削
減
や

フ
ー
ド
ロ
ス
の
削
減
に
よ
り
地
球
上
の
あ

ら
ゆ
る
命
を
守
る
こ
と
な
ど
具
体
的
な
例

を
挙
げ
分
か
り
や
す
く
解
説
頂
き
ま
し
た
。

　
閉
会
式
で
は
、
全
国
一
斉
托
鉢
地
球
救

援
募
金
、
並
び
に
ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
地
震

義
援
金
が
「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」
総
本

部
へ
贈
呈
さ
れ
、
最
後
に
参
加
者
全
員
で

「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」
総
本
部
基
本
方

針
、
及
び
「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」
群
馬

教
区
本
部
の
基
本
方
針
を
唱
和
し
、
大
会

を
終
え
ま
し
た
。

第
十
三
回

第
十
三
回  「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」

「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」
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群
馬
大
会

群
馬
大
会


